
 

 

 

 

 

 

季節の変わり目で，秋の長雨が続いておりますが，体調を崩されてはいらっしゃいませんか。生

徒たちは，充実した時間を過ごす中にも，ふとしたことで息切れしたり，苦しいと感じたりするこ

ともあるかもしれません。そんなときこそ，お子さんに寄り添いながら関わってください。 

 

【学年集会について】 

９月７日（金）の６校時に学年集会が開かれました。高校生としてやるべきことや前期期末考査

に向けて準備すること，生活面で気になることなどについて，担当者から話がありました。 

学年主任から 

今後４０年で時代は大きく変化するため，高校生から下の世代の若者たちは変わらざるを

得ない。「人口減少（労働人口の減少）」「第４次産業革命（ＩＯＴ，ＡＩ，ロボットの普及）」

「働き方改革（限られた時間で成果をあげる）」が進む中で，どういう力が必要か。当然，高

校生として知識を高めるとともに，＋αで人間性を高める必要がある。どちらか一方でも欠

けては駄目な時代になってくるため，今やるべきことをしっかりとやっていく。毎日の学習

を大切にして，まずは前期期末考査に向けて準備を進める。関連して，１学年では部活動休

止期間を利用して，放課後に勉強会を開催します。 

 

 

教務部：白井先生から 

前期期末考査では，平常点を加味した評価が付けられます。欠点を取ってしまうと，補習

がないため，年度末まで欠点が残ってしまい，進級が危ぶまれます。また，考査の科目数が

増える（保健と家庭基礎）ため，何事も前倒しして準備することが大切です。ワークやレポ

ートを出すなど，減点されない努力も必要になってきます。なお，１０月１９日には規程説

明会が予定されていますが，１学年として規程説明会が開かれないことを望んでいます。 

 

 

進路指導部：小林先生から 

１１月３日（土）に第２回進研模試が実施されます。今回も国・数・英の３教科になりま

す。１年生のこの時期に学びを振り返り，実力を把握することが，その後の自分の成長に大

きく影響します。進学希望者は必ず受験してください。 

 

 

英語科：櫻田先生から 

本校英語科では，英検準２級，３級の取得を進めています。その理由としては，履歴書の

資格欄に記入でき，高校時代の学びの証として一生残るからです。また，英語力があると外

国人とコミュニケーションがとれます。今回は１０日（月）の放課後から講習会をしますの

で，受検する者は積極的に参加して，合格に向けて頑張っていきましょう。 
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生徒指導部：浅野先生から 

昼の巡回の様子からは，携帯を使っている生徒が若干見られます。さらには，服装が乱れ

てきている生徒も見られます。自分たちがやっていることは，近い将来自分に返ってくるこ

とを忘れずに，ルールを守った生活を送ってください。最近は，無許可アルバイトや間違っ

たＳＮＳの利用による特別指導，バイク通学者に対する苦情の電話等も増えてきています。

学校全体でも注意していきますが，１年生も物事の善し悪しを判断して行動してください。

また，先日実施された基礎力診断テストの結果（工業科のみの速報値）では，Ｄ３判定が減

っており，平均点も大幅に上がっています。この結果を前向きに捉えて，今後も努力を継続

してください。 

 

【今後の主な予定（１学年関係）】 

９月２５日（火）前期期末考査（～２８日） 

    ２８日（金）終業式，大掃除 

 １０月 １日（月）始業式，追考査，衣替え，頭髪服装検査 

          大掃除，清掃強化週間（～５日） 

     ２日（火）追考査，秋季街頭指導（～４日） 

    １２日（金）黒高祭（～１３日） 

    １５日（月）振替休日 

    １９日（金）通知票配布，規程説明会 

 

※ 規程説明会は，前期の評価で「欠点科目が１２単位を超える者」「専門教科・科目の 

欠点科目が６単位を超える者」「出席常ならざる者」「学校から必要であると認められ 

た者」に対して，評価規程等を説明する場となります。 

 

【学年主任として思うこと】           

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

 

 

 

 

 

 

※ 前期期末考査まで１週間を切りました。家庭で過ごす時間も有意義にお過ごしください。 

様々な問題行動は心のエネルギーの減少が原因になっていることも少なくないと言われてい

ます。「手のかかる行動」は「もっと手をかけてほしい」という無意識のメッセージでもありま

す。「困らせる子」は「困っている子」。そのような目でお子さんの言動を見つめ直し，以下の３

つの要素を参考にお子さんの心のエネルギーを満たしてあげてください。 

☆心のエネルギーの満たし方☆ 

１ 安心感 
  家族や教師から守られ，見守られ，愛され，大事にされることで得られます。「心の安

心」や「愛されている実感」が必要です。 

２ 楽しい体験 
  「楽しい体験」は，人との交流を通した様々な体験から得られます。子供の心の中の

「やった！」「楽しい！」というプラスの感情が，「心のエネルギー」となり湧き上がっ

てきます。 

３ 認められる体験   

人間は人から褒められ，良い面を認められると嬉しいと思い，元気が湧いてきます。

「認められる体験」は，人の心の中に丸印をつけてあげることです。 


